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-平成元年「成人式」

平成元年の成人式が1月15日、市民会

館で約1，200人が出席して聞かれました。

同館前では、懐かしい顔を合わせた新成

人同士の輪があちこちにでき、まさに同

窓会の雰囲気。式では、永野市長らが平成

時代に期待を込めた祝辞を述べました。

市民の動ぎ(1月}日現在) 総x白fI8，467人(こト80)/世帯数38，030(十27) (J内は前月比です。



-一般会計決算

繰越金
4億987万円(1.7%)

その他
10億9，774万円
(4.7%) 

入 市 税

128億8，790万円

(54.4%) 

口一歳出規模は233億円
労働費
2億6，737万円
(1.1%) 

議会費
2億5，573万円
(1.1%)災害復旧費

957万円
(0.1%) 

クラフで見る

市の家計簿

昭和62年度一般会計、特別会計、公営企業

会計の決算ガ市議会で認定されましたので、

その内容を公表します。一般会計は、収入総

額236億7，893万円、支出総額233億898万円で、

差し引き3億6，995万円の黒字決算で終了し、

これを次年度ヘ繰り越しましだ。前年度と比

較すると、収入総額では6.05%、支出総額で

は6.35%の増に。特別会計は、各会計とも計

画どおりの執行で、黒字で決算を終了しまし

だ。ま芝、公営企業会計についても、経費の

節減に努め黒字決算で終了しましだ。

⑧万円未満は四捨五入してあります。

-住民負担

人口 117，515人

世帯数 37，235世帯

(63.3.31現在〉

広報うえだ 1.2.1 (2] 



A
V
主
な
使
い
み
ち

c>長野大学学科新設に補間…7，000万円

b財浅間テクノポリス開発機構出資金

"'1，472万円

c>生活保護費・・..........・・・・・・・・・4億38万円

b老人福祉施設入所者措置費
......3億2，414万円

b豊殿保育園の改築ー…刊意5，237万円

b児童手当の支給…・・…・7億4，237万円

c>秋和児童センターの建設…8，730万円

b神科地区新農業構造改善事業補勘金
..... .1億2，479万円

b非補助土地改良事業… T億1，091万円
b市単独土地改良事業補助金

・・・6，311万円

じ〉中小企業融資預託金…13億6，523万円

b商工業振興助成事業補間金
.. .1億5，568万円

b市民会館舞台照明設備の改修
......1，940万円

じ〉道路の改良舗装……… 9億8，195万円

c>街路整備 ……………… 5億3，534万円

じ〉都市計画公園の整備… 2億5，267万円

c>河川の改修………・…..2億3，171万円

b市営住宅(干曲町〉の建設

・・・・・・1億2，328万円

b第六中学校の建設・・・・・・・・・刊億948万円

b第一学校給食センターの建設(移転〉
・・・・・・6億2，738万円

b小中学校営繕工事…… T億7，199万円

b西小学校にアール建設・・…5，850万円
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-特別会計決算

[3] 広報うえだ 1.2.1 

事業名 収入済額 支出済額

土地取得事業 7億2，705万円 3，506万円

塩田育線放送電話事業 5，385万円 4，857万円

国民健康保険事業 42億8，468万円 41億4，043万円

安通 災 害共済事業 3，963万円 3，929万円

福祉事業センタ一事業 T億2，927万円 T億2，783万円

老人保健事業 40億7，231万円 40億2，629万円

農業集落排水事業刊意1，864万円 T億1，863万円

同和地区住宅新築資金等貸ぱ事業 4億1，361万円 3億9，766万円

公共下水道事業 23億4，412万円 23億2，596万円

〈合 計) 115億8，316万円 112億5，972万円

(各事業所のあらましは4ページをご覧ください)



土地取得事業 塩田有線放送電話事業 国民健康保険事業 ¥ 
-土地取得状況 -加入戸数 -加入状況

b件数 3，674戸 b世帯数 15，500世帯

b面積 -通話交換回数 b被保険者数 36，554人

b金額 9，880回
( 1日平均)

-保険給付状況

b件数 251，536件

b費用額 39憶4，661万円

-受診率

年間一人当たり 6.5件

-高額擦聾費給付状況

交通災害共済事業 老人保健事業
b件数 4，417件

b給付額 2億7，776万円
-加入状況 -医療受給者の状況 -老人保健拠出金の状況

[>加入者数 受給者数 10，446人 じ老人保健対象者 6，000人

103，192人 (受給者割合8.85%) (年平均)

b共済掛金収入 -医療費給付状況 b拠出金額 7億7，278万円

3，440万円 b件数 171，381件

-見舞金支給状況 [>費用額 ¥ ¥ 

b件数 581件 41億4，481万円

[>支給額 3，447万円
公共下水道事業 ~ 

¥ ¥ 
-事業の進ちよく状況

b整備済面積 623ha 農業集落排水事業
(整備率 62.4%) -事業実施状況

福祉事業センター事業 同和金地等区貸住付宅事新築
-利用状況 資 業

b汚水管延長 103，285m [>下組地区施設

(整備率 64.5%) 建設事業費

[>延べ利用者数 -貸付状況

21，395人 b件数 24件

b作業工賃 b貸付額
7，053万円

て綿服士よ

-事業実施状況 9，790万円
管きょ、処理場建設事業費 b仁古田地区全体

15億4，964万円 計画作成

180万円

.公営企業会計決算 ) 

i I I 1 収入|支出|事業の 八¥ i 
|印1..... _1(予算額) I (予算額) I あらまし /¥¥ /s:a=¥ ¥ t t I収|企業名|一回ー一一ー |一一一一一一一一一I ---_. - /¥ ¥ /産院¥¥ ; 
; I益| I (決算額) I (決算額) I / ¥ ¥ / 事業~\
: I引 I 2億1，914万円I2憶し914万円I / ¥ ¥ / ・利用者数¥ ¥ 
~ I収|産院事業 1---21f.ï ~両副 討さ1 ， 4両両 I /水道¥¥ /以院忠明¥¥ ; 
~ I支 Il l; ~音 1 I;h?有国 r，哨 Qhn有 田 I / 事業 ¥ ν が見返雇岩数 ¥ ¥ ~ u水道事業l一lい:沼21川，

収入

資 企 業名 (予算額)
ーー----・ F ・・ Fーーーーーーーーー--

本 (決算額)

的 333万円
産院事業 -・ー・・・・・・・・・・・・ー，ーーーー
収 333万円

支 4億8，115万円
水道事業 ーーー・・・ーー・・・ー・----ーーー

4億8，318万円

支出

(予算額)
-------ー・・・・ー--ーーーーー
(決算額)

578万円
ーー・・ー・・・・・・・--ーーーーー，
577万円

7億7，152万円
ー-ー・・・・・・・・・ー・ー--ーー早
7憶5，464万円

30，954戸

[>給水人口 95，892人

[>年間配水量 1，540万m'

b年間有収水量 1，220万m'

(有収率 79.2%) 

・工事の状況

[>建設工事

b改良工事

広報うえだ‘ 1.2.1 【4J



今
年
も
市
県
民
税

・
所
得
税
確
定

な
ど
の
申
告
を
し
て
い
だ
だ
く
時
期

に
な
り
ま
し
だ
口
昭
和
六
十
三
年
中

の
収
入
金
額
と
必
要
経
費
を
計
算
し

て
、
二
月
十
六
日
附
か
ら
三
月
十
五

日
附
ま
で
に
、
必
ず
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
申
告
を
し
な
か
っ

だ
り
、
期
限
後
の
申
告
の
場
合
は
、

加
算
税
ガ
つ
い
だ
り
、
不
利
な
取
り

扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
例

年
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

窓
口
ガ
大
変
混
雑
し
て
長
時
間
お
待

ち
い
だ
だ
く
こ
と
、
ガ
あ
り
ま
す
。
申

告
は
お
早
め
に
・
・
・。

出
張
相
談
の
ご
利
用
を

下
表
の

日
程
で
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
出
張
会
場
で
申
告

告
は
お

で
き
な
か
っ
た
人
は
、
市
役
所
市
民

税
課
で
三
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
張
相
談
日
に
該
当
す
る

地
区
の
人
は
、
当
日
は
市
役
所
で
の

申
告
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り
し
た
「市

県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
」
、
「
市
県

民
税
申
告
書
」
の
内
容
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
が
不
足
す
る
場
合
な

ど
は
、
市
役
所
市
民
税
課
ま
た
は
各

支
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

川
一
つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得

だ
け
の
人
で
、
そ
の
事
業
所
か
ら

市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
(
年

末
調
整
済
み
の
も
の
)
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人

∞
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

こ
の
ほ
か

の
人
は
、
所
得
の
多
少

に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
六
十
三
年
中
の
一
年
間
に
得

た
す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
し

た
所
得
税
額
が
、
源
泉
徴
収
や
予
定

納
税
し
た
税
金
と
比
べ
て
、
過
不
足

を
精
算
す
る
手
続
き
が
確
定
申
告
で

す
。確

定
申
告
が
必
要
な
人

次
の
人
は
、
上
国
税
務
署
(
宮
⑫

1
2
3
4
)
ま
た
は
市
役
所
市
民
税

地 区 名 dコbエ、 土器 名 受付日

豊 里 軍主 城 農村環境改善センター 2月17日幽

下本郷・中野・五加・東五加
塩田解放会館 2月20日伺)

-上本郷・ 学海南 ・学j毎北

上小島・下小島・八舞・
塩田解放会館 2月21日(火)

保野・舞田・八木沢

塩田新町・十 人・ 手塚
西塩田会館 2月22日(7]<)

東前 山 ・西前山

別所・野 倉 ・山田 ヰ目 染 閣 2月23日嗣

下組・中組・奈良尾 農協富土山支所 2月27日(月)

神 科 上野が丘公民館 2月28日(火)

;甫 里 )11 西 支 所 3月|日(7]<)

泉 室 賀 )11 西公民館 3月2日休)

城下・泉田・ )11 辺
上田創造館 3月3日(針

城南解放会館 3月6日(月)

キ申 )11 農 協神川支所 3月7日(火)

平井寺 ・鈴 子 ・桜・
東 塩田老 人集 会所 3月8日(7]<)

石神・柳沢・下之郷

t孟 尻 塩尻地区公民館 3月9日嗣

申告出張相談日程表課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

川
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
ほ
か
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人

∞
給
与
所
得
の
ほ
か
に
配
当
、
家
賃
、

営
業
所
得
、
農
業
所
得
な
ど
の
所

得
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

な
お
、
確
定
申
告
用
紙
は
、
税
務

署
か
ら
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
確

定
申
告
が
必
要
な
人
で
用
紙
が
な
い

場
合
は
、
上
国
税
務
署
ま
た
は
市
役

所
市
民
税
課
の
窓
口

へ
お
申
し
出
く

だ
き
い
。

※
営
業
所
得
者
、

譲
渡
所
得
者
、
青

※受付時間は、いずれも午前9時30分から午後4時計

色
申
告
者
、
雑
損
控
除
の
あ
る
人
は
、

直
接
上
国
税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

-Rお願
い

保
育
料
算
定
の
た
め
、
保
育

園
へ
提
出
す
る
証
明
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
必
ず
申
告
相
談
時

に
担
当
者
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

7 広報うえだ 1.2.

-
問
い
合
わ
せ
市
民
税
課
(
内
線

1
2
8
1
1
1
2
8
4
、
有
線
②
0

6
1
1
)
 

【5]



上
田
を
訪
れ
た

昭
和
天
皇
の
お
姿

昭
和
の
天
皇
陛
下
が
、
一
月
七
日

に
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
激
動
の
「
昭

和
」
も
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、
た
だ
ち
に
市
庁
舎

に
弔
旗
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
六
日

間
喪
に
服
す
る
こ
と
を
決
め
、
故
陛

下
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
上
田
市
に
三
回
お
い
で

に
な
っ
た
あ
り
し
日
の
天
皇
陛
下
の

お
姿
を
掲
載
し
ま
し
た
。

-
昭
和
天
皇
と
上
田

①
大
正

8
年
7
月
7
日

時
代
に
県
内
各
地
を
訪
れ
、
上
田
市

で
は
小
県
蚕
業
学
校
、
上
田
蚕
糸
専

門
学
校
、
上
田
中
学
を
ご
視
察
。

②
昭
和
辺
年
旧
月
山
田
県
内
巡

幸
の
途
次
、
上
田
市
へ
。
富
士
通
信

機
上
田
工
場
、
上
田
繊
維
専
門
学
校

な
ど
を
ご
視
察
。

③
昭
和
初
年
5
月
日
日

茅
野
市

八
子
ヶ
峰
の
全
国
植
樹
祭
に
ご
出
席

さ
れ
た
帰
途
、
両
陛
下
お
そ
ろ
い
で

上
田
市
へ
。
笠
原
工
業
と
山
本
鼎
記

念
館
を
ご
視
察
。

皇
太
子

hv
昭
和
幻
年
叩
月
ロ
日
、
上
田
市
営
球
場
に
詰
め
か

け
た
大
勢
の
市
民
に
、
帽
子
を
振
っ
て
こ
た
え
ら

れ
る
天
皇
陛
下

【6]

‘
昭
和
鈎
年

5
月
日
日
、
上
回
公
園
の
山
本
鼎
記
念

館
ご
視
察
の
た
め
、
同
館
前
に
お
着
き
に
な
っ
た

天
皇
、
皇
后
両
陛
下

7 広報うえだ 1.2.

る
と
、
ほ
ぽ
半
分
に
ま
で
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
、
「
脱
ス
パ
イ
ク
」
の
意

識
が
着
実
に
浸
透
し、

実
行
さ
れ
た

成
果
と
思
わ
れ
ま
す
(
左
上
図
)
。

今
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
っ
て

い
る
皆
さ
ん
も
、
普
通
タ
イ
ヤ
と
の

こ
ま
め
な
は
き
替
え
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
の
併
用
、
ま
た

ピ
ン
抜
き
を
す

ス
パ
イ
ク
は
少
数
派
に

装
着
率
が
さ
ら
に
減
少

装
着
率
、

平
均
引

%
r〉

一
月
十
日
、
市
で
は
今
シ
ー
ズ
ン

二
回
目
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
全
市

平
均
で
四
一
%
で
、
昨
年
を
一
九
%

も
下
回
り
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
み



スパイクタイヤ装着率
経年変化

(市内平均)
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ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率

健康メモム
女性と貧血

ど
う
し
て
女
性
に
多
い
?

女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
「
ど
う

き
、
め
ま
い
、
息
切
れ
、
疲
れ
や
す

い
、
だ
る
い
、
頭
が
痛
い
」
と
い
っ

た
症
状
を
訴
え
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
、
ど
う
し
て
女

性
に
多
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
女
性

は
出
産
や
月
経
で
血
液
を
失
っ
た
り

妊
娠
や
お
産
の
後
の
授
乳
で
、
胎
児

や
赤
ち
ゃ
ん
に
栄
養
を
与
え
る
の
で
、

貧
血
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

妊
婦
の
約
三
分
の
二
が
貧
血
で
す
。

妊
婦
は
、
乳
房
や
子
宮
が
大
き
く
な

り
、
胎
児
の
発
育
に
必
要
な
血
液
を

つ
く
る
鉄
、
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
必

1月10日、市内 4か所で行った

スパイクタイヤ装着率調査

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
貧
血
が
続

く
と
胎
児
の
発
育
を
妨
げ
、
未
熟
児

を
出
産
し
た
り
、
流
産
や
早
産
に
な

り
や
す
く
、
出
産
の
時
は
微
弱
陣
痛

や
出
血
多
量
に
な
り
や
す
い

の
で
す
。

授
乳
中
の
お
母
さ
ん
に
貧
血
が
あ
る

と
、
お
乳
の
出
が
悪
く
な
っ
た
り

体
力
も
低
下
し
ま
す
か
ら
、
お
乳
の

分
だ
け
栄
養
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
若
い
女
性
に
も
貧
血
の
人
が
か
な

り
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
成
長
が
盛
ん

な
こ
と
、
特
に
月
経
に
よ
り
血
液
を

失
う

こ
と
。
ま
た
、
太
る
こ
と
を
気

に
し
て
食
事
の
制
限
を
し
て
い
る
こ

と
な
ど
で
す
。

る
な
ど
し
、
「
脱
ス
パ
イ
ク
ず
く
だ
せ

運
動
」
で
粉
じ
ん
公
害
を
出
さ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

粉
じ
ん
清
掃
に
ご
協
力
を

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率
が
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
粉
じ

ん
の
被
害
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。

上
田
建
設
事
務
所
や
市
の
土
木
課

で
は
、
人
通
り
の
多
い
商
庖
街
や
主

要
道
路
を
中
心
に
、
道
路
清
掃
車
に

よ
る
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

清
掃
車
が
作
業
で
き
る
地
域
は
限
ら

中
年
に
な
る
と
、
子
宮
筋
腫
や
不

正
出
血
、
月
経
過
多
な
ど
で
貧
血
に

な
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
ほ
か
に

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
や
痔
に
よ

る
少
量
の
出
血
が
続
く
と
貧
血
を
お

こ
し
ま
す
。

食
生
活
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

貧
血
を
予
防
す
る
に
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
た

ん
ぱ
く
質
を
取
り
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
、

葉
酸
を
多
く
含
ん
だ
食
品
ー
ー
ー
例
え

ば
、
レ
バ

l
、
肉
類
、
卵
、
魚
貝
類
、

豆
類
、
海
草
類
、
緑
黄
色
(
色
の
濃

い
)
野
菜
、
さ
つ
ま
い
も
、
い
ち
ご
、

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
商
庖
会
や
自
治
会
な
ど

地
域
ぐ
る
み
で
の
清
掃
が
行
わ
れ
て

お
り
、
集
め
ら
れ
た
粉
じ
ん
は
自
治

会
単
位
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
市

で
収
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
き
れ
い
な
街
を

守
る
た
め
、
進
ん
で
こ
の
清
掃
活
動

に
参
加
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
市
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ

ン
抜
き
機
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

み
か
ん
な
ど
ー
を
多
め
に
取
る
こ
と

で
す
。葉
酸
や

ビ
タ
ミ
ン
ド
を
多
く
含
む

食
品
は
、
造
血
作
用
が
あ
り
、

ビ
タ

ミ
ン

C
を
多
く
含
む
食
品
は
鉄
吸
収

を
促
進
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
鉄
分
の

摂
取
に
は
鉄
製
の
調
理
器
具
を
使
、
っ

と
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が

多
い
の
で
食
べ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
、

・ま
た
自
分
勝
手
に
食
事
制
限
を
し
た

り
、
た
ば
こ
を
吸
い
す
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
ど
う

き
、
立
ち
く
ら
み
、
息
切
れ
な
ど
の

症
状
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
医
師
に

診
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

7 広報うえだ 1.2.【ア}



砂
上
田
公
園
で
は
高
さ
お
m
の
は
し
ご
車
に
よ
る
放
水
訓
練
に
市
民

も
大
喜
び

50年ぶりに復活
1月22日、生塚で昭和12年から途絶えていた「鳥

追い行事J が、約50年ぶりに復活しました。悪鳥

を追い払し、豊作を祈る行事。大人や子ども約 100

人が神社のお札などをつけた「おんべ」を持って

鳥追い歌を歌いながら地区内を練り歩き、最後に

西部児童公園でドンド焼きを楽しみました。

海
野
町
通
り
を
パ
レ
ー
ド
す
る
各
消
防
団
V

‘35 mの空中ショーも
上田市消防出初め式が 1月16日、消防団員、婦

人消防隊、幼年消防クラブなどが参加して行われ

ました。総勢1，800人が午後 1時前、一中を出発。

海野町通りを経て上回公固まで、大勢の市民が見

守る中を整然と市中ノマレードしました。同公園で

は、はしご車による放水訓練もありました。

上田市の交通事故発生状況(過去5年間) 態な十十事
につ名二故昨
あてで件は年
りおそ減六
まりの少六上
す、うし五回
(大ちま件市
左変高し。で
表憂齢た前発
可層、者が年生
すが、にし
べ五死比た
き名者べ交
状とは九通

(8] 

上
田
市
が

交
通
安
全
重
点
地
域
に

7 広報うえだ、 1.2.

-------、
発生件数(件) 死者(人) イ霧 者(人)

昭和59年 448 (8，173) 3 (196) 557 (10，471) 

11 60年 446 (8，364) 8 (213) 535 (10，626) 

グ 61年 668 (9，370) 6 (190) 826 (12，102) 

グ 62年 757 (10，155) 10(190) 926 (12，938) 

11 63年 665 (10，719) 10 (208) 832 (13，768) 

)内は長野県下の件数

川
辺
、
泉
田
が

高
齢
者
モ
デ
ル
地
区

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
長
野
県



昭和から平成…
昭和最後の日となった 1月7日から平成

初日の1月8日にかけ、信濃国分寺・八日堂

縁日が聞かれました。天皇陛下ご逝去によ

り、人出は例年よりやや少なかったものの、

護符の 「蘇民将来符」やだるまの縁起物を

買い求める人の列が続きました。

ハ自室縁日

学校給食わかりやすく

第 4回 「学校給食展」が 1月14日から16

日まで、上田西武で聞かれました。上小学

校栄養士会などの主催。「学校給食の様子」

「家庭の食事の工夫」などがわかりやすく

展示きれ、訪れた市民も食生活を振り返る

きっかけになったようです。

一
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
で
は
、
上

川
田
市
を
平
成
元
年
の
一
年
間
を
重
点

川
地
域
に
指
定
し
ま
し
た
。
ま
た
固

い
道
一
四
三
号
、
主
要
地
方
道
上
田
丸

〉
子
線
な
ど
い
く
つ
か
の
幹
線
道
路
が

〈
通
る
川
辺
・
泉
田
地
区
に
つ
い
て
は

…
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
に
指

M

定
し
ま
し
た
。

今
年
一
年
、
交
通
事
故
の
な
い
「
安

川
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
地
域
社
会
」

~
を
目
指
し
、
市
民
一
体
と
な
っ
て
事

川
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ

.
線

1
5
5
2
)

交
通
対
策
課
(
内

議
議
議
葉菜
類
議
議
議
謀
議
議
議
議
議
議
議
議
議
養護
議
養護
嬢
養護
葉菜
類
護菜
類
議
謀
議
議
器禁
養護
器禁
議
議
議
議
養護
議
議
養護
議
議
議
嬢
謀
議
器禁
謀
議
議
器禁
養護
養護
養護
議
養護
議
議
議
謀
議
護葉
桜害者

大正3年

麦の収穫(上常田)

マミゥ

企
家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
麦
の
収
穫

4

司
現
在
は
住
宅
地
と
な
り
、
変
わ
ら
な

い
の
は
遠
く
の
山
並
み
だ
け

提供者

吉J11いどさん
(84歳・下常田)

現
代
と
は
違
う

の
ど
か
な
田
園
風
景

十
二
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
私

の
主
人
も
写
っ
て
い
ま
す
が
、
七
年

前
に
亡
く
な
り
、
に
の
写
真
の
中
で

生
き
て
い
る
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

主
人
が
い
れ
ば
、
詳
し
い
こ
と
が
わ

か
る
の
で
す
が
:
・
。
た
だ
、
写
真
に

は
「
麦
の
収
穫
、
家
内
全
部
出
動
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
付
近
は
住
宅
で
埋
ま
り
、
昔

の
面
影
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、
遠
く

の
山
並
み
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
現

代
は
、
農
作
業
も
機
械
化
に
な
り
、

家
族
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
農
作
業

を
す
る
と
い
っ
た
、
の
ど
か
な
田
園

風
景
を
見
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し

た
ね
。

7 広報うえだ 1.2.【9]

大
正
三
年
、
私
の
主
人
の
家
族
が

全
員
で
麦
の
収
穫
を
し
て
い
る
写
真

で
す
。
場
所
は
科
野
大
宮
杜
北
側
の

上
常
田
。
大
正
三
年
と
い
え
ば
、
上

田
市
が
市
制
を
施
行
す
る
五
年
前
、

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
七
十
五
年
で

す。
当
時
、



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

児
童
手
当
の
請
求
を

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
、
児
童

手
当
を
受
け
る
資
格
が
生
じ
た
人
は
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
(
請
求
し
な
い

と
受
給
で
き
ま
せ
ん
)
。

マ
受
給
資
格
者
小
学
校
入
学
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
二
人
以
上
養
育
し
、
か
つ
一
定
の

所
得
制
限
限
度
額
内
に
あ
る
人
(
左

表
)
。
な
お
、
実
子
で
な
く
て
も
そ
の

児
童
を
監
護
し
、
二
疋
の
生
計
関
係

が
あ
れ
ば
、
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
マ
手
当
の
額
二
人
目
の

児
童
に
は
月
額
二
千
五
百
円
、
三
人

目
以
降
の
児
童
に
は
一
人
に
つ
き
月

額
五
千
円
が
、
そ
の
児
童
の
小
学
校

入
学
前
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
マ
請

求
方
法
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ

①
印
鑑
②
年
金
手
帳
③
金
融
機
関
の

口
座
通
帳
(
請
求
者
名
義
)
を
持
参

し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

マ
支
払
期
二
月
、
六
月
、
十
月
。

届
け
出
の
翌
月
分
か
ら
各
前
月
分
ま

で
を
ま
と
め
て
振
り
込
み
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
(
内
線
1

昭和63年度所得制限限度額表
(平成元年 5月介まで)

扶養親族 児童手当 特例給付

等の数 所得額 所得額

。(人) (万円) (万円)

142.4 342.5 

172.4 372.5 

2 202.4 402.5 

3 232.4 432.5 

4 262.4 462.5 

5 292.4 492.5 

6 322.4 522.5 

※「被用者」の人は、所得が特例給付の

制限限度額内であれば受給資格があ

ります。

6
0
8
 

母
(
父
)
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

卒
業
・
入
学
祝
金
を

差
し
上
げ
ま
す

三
月
に
中
学
を
卒
業
、
ま
た
は
四

月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お

子
様
に
、
県
と
市
か
ら
激
励
祝
金
な

ど
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
状
況
を
福
祉
課
へ
届
け

て
い
た
だ
い
て
い
な
い
か
た
で
、
該

当
さ
れ
る
場
合
は
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
家
庭
児
童

相
談
係
(
内
線

1
6
0
7
)

民
俗
芸
能
大
会
を

開

催

し

ま

す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
を
広
く
一

般
に
公
開
し
、
そ
の
鑑
賞
を
通
じ
て

民
俗
文
化
と
し
て
の
価
値
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
初
め
て
の
民
俗
芸

能
大
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て

い
ま
す
。
入
場
無
料
。

マ
と
き
二
月
十
九
日
目
午
後
一

時
か
ら
三
時
三
十
分
マ
と
二
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

(
材
木
町

二

マ

出
演
①
下
郷
大
神
楽
②
下
室
賀
三

頭
獅
子
③
上
田
原
太
々
神
楽
④
太
郎

山
神
社
太
々
神
楽
・
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
(
内
線
1
7
2
2
)

上
田
市
森
林
組
合

一
般
職
職
員
を
募
集

マ
職
種
土
木
ま
た
は
林
業
技
術

職

マ

資

格

高

校

あ

る

い

は

大

学

卒
業
年
齢
は
十
八
歳
以
上
(
平
成

元
年
三
月
終
了
、
見
込
み
の
人
含
む
)

二
十
五
歳
未
満
上
田
市
内
に
居
住

す

る

人

マ

募

集

人

員

若

干

名

マ
採
用
予
定
日
平
成
元
年
四
月
一

日
マ
待
遇
各
種
保
険
制
度
な
ど

あ
り
。
給
与
は
上
田
市
森
林
組
合
給

与
規
定
に
よ
り
ま
す
マ
業
務
内
容

お
よ
び
勤
務
地
森
林
組
合
業
務
全

般
、
市
役
所
内
上
田
市
森
林
組
合

マ
申
込
書
類
履
歴
書
、
健
康
診
断

書
、
受
験
申
込
書
(
上
田
市
森
林
組

合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)
マ
申
込

期
限
二
月
十
日
働
か
ら
同
二
十
日

刊

ま

で

・

問

い

合

わ

せ

市

役

所

内
上
田
市
森
林
組
合
事
務
所
総
務
係

(
宮
②
8
2
6
6
)

上
回
創
造
館
の
催
し

[10] 7 

秋
季
撮
影
会
作
品
展

広報うえだ 1.2.

マ
と
き
二
月
十
八
日
出
か
ら
同

二
十
五
日

ω
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

(二
十
五
日
の
み
正
午
で

終

了

)

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造

館

美
術
館
マ
内
容
中
央
公
民
館
、

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
写
真
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
の
作
品
を
展
示

皆
既
月
食
観
望
会

マ
と
き
二
月
二
十
日
開
午
後
十

時
三
十
分
か
ら
同
二
十
一
日

ω午
前

一
時
十
五
分
マ
と
こ
ろ
創
造
館

屋

上

・

天

体

観

測

室

マ

対

象

高

校
生
以
上

一

般

マ

そ

の
他
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
中
止
(
決
定
は
午
後

十
時
)

-
問
い
合
わ
せ

⑧
1
1
1
1
)
 
上
回
創
造
館
(
包

上
田
創
造
館
の
天
体
観
測
室



年 健康
診
査
・子
宮
が
ん
検
診

固
は
受
診
を

• 
一
般
健
康
診
査

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど

の
成
人
病
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
者
四
十
歳
以
上
の
人

マ
受
診
場
所
市
内
の
全
病
院
(
医

院

)
1
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
診
療
時
間
内
に
受
診
を

マ
受
診
方
法
次
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
①
一
般
診

保健予防課
(内線1374)保健コーナー

ラ

査
を
受
け
(
検
査
費
用
無
料
)
、
医
師

が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
精
密
診
査

を
受
診
(
費
用
千
円
)
②
一
般
診
査

と
精
密
診
査
を
同
時
に
受
診
(
費
用

千
円
)

園
子
宮
が
ん
検
診

三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
症
状
が
な

く
て
も
年
一
回
、
子
宮
が
ん
検
診
を

市
内
の
産
婦
人
科
医
で
受
け
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
体
が
ん
検
診
は
医
師
が

必
要
と
認
め
た
人
が
受
診
で
き
ま
す
。

マ
対
象
者
三
十
歳
以
上
の
女
性

(
市
民
に
限
る
)
マ
個
人
負
担
子

宮
頚
か
ん
の
み
千
円
、
子
宮
頚
が
ん

三種混合予防接種を 1月の 1回目に続き、 2回

目以降を別表のとおり行います。なお、 1期の対

象者で、 1回目を接種できなかった子どもさんも

予備日(4月12日・ 13日)まで含めますと 3回で

きますので、お受けくださし、。

詳しくは、「広報うえだ‘J 1月1日号をご覧くだ

さし、。

-三種混合予防接種

と
子
宮
体
が
ん
で
千
七
百
円
。
な
お
、

次
の
か
た
は
無
料
①
七
十
歳
以
上

の
人
②
生
活
保
護
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
(
②
の
人
に
は
無
料
受
診

券
を
発
行
し
ま
す
。
事
前
に
保
健
予

防
課
へ
ご
連
絡
を
)

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
4
)

実施日
dヨbミ、 士暴 名 対象地区

2回 3回

上田市保健センター 2 3 
東部・塩尻地区

(市役所南庁舎 2階) 月 月
8 9 

上野が丘公民館
日 日

神科・豊殿地区。.j() (木)

上田市保健センター 2 3 
中央・北部地区

(市役所南庁舎 2階) 月 月
10 10 

}II 辺 町 〆2久::;: 自官 日 日 川辺・泉田地区(金) (金)

上田市民会館 2 3 南部・西部地区
月 月

女子 町 Jzfh エ 官官 15 14 城下地区
日 日

神 川 地区公民館 (水) (火) 神 }II 地区

塩田母子健康センター
2 3 

塩;田 I也区
2月1 2月2 

川西社会福祉センター (火日) (水日) 川西地区

63年度(後期)三種混合予防接種目程表

ン官
ユ回

募予 Z
集丞ミ
し乙 り

まラ
すを

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も

五
月
五
日
、
上
田
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
す
。こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

市
内
在
住
の
高
校
生
を
対
象
に
、
運

営
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
活
動
時
間
午
後
七
時
か
ら
同

九

時

マ

条

件

勤

労

青

少

年

ホ

ー

ム
ま
で
未
ら
れ
る
か
た
マ
申
込
先

青
少
年
課
(
内
線

1
7
3
2
)

へ

。

※受付時間は各会場とも午後1時30分から2時30分まで

-二種混合予防接種 (2回目)

二種混合(ジフテ リア・破傷風)予防接種の 2回

目を次のとおり実施します。

r>実施日 2月 9日(木)午後 1時30分から 2時30

分 b会場 上田市保健センター(市役所南庁舎

2階) r>対象地区市内全区 bその他詳しく

は「広報うえだJ 1月 1日号をご覧くださし、。

婚
約
中
の
お

二
人

結
婚
セ
ミ
ナ
ー
へ

ご
参
加
を

上
回
保
健
所
で
は
、
婚
約
中
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
次
に
よ
り
結
婚
セ

ミ
ナ
ー
を
聞
き
ま
す
。
お
二
人
そ
ろ

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
こ
ろ
上
田
市
働
く
婦
人
の

家
(
材
木
町

二

マ

費

用

テ

キ

ス
ト
代
五
百
円
、
血
液
検
査
料
千
四

百

七

十

円

マ

申

し

込

み

二

月

十

七
日
幽
ま
で
に
上
田
保
健
所
(
宮
⑫

1
2
6
0
内
線
2
3
4
)

へ

マ

そ

の

他

コ

ー
ヒ
ー
を
用
意
し
ま
す
の

で
、
軽
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

』
司
結
婚
セ
ミ
ナ
ー
日
程
表

2 
第 月 講演 「明るい家庭づく り」
20 

回 ( 日月) 講義 「おいし く楽しい食卓を./J 

2 血液検査 (風疹抗体価・梅毒・貧血・
第 月 血液型)
27 映画「生命創造」

回 (日月) 講演「結婚生活にそなえてf夫婦の粋。

3 
第 月 講演 「食の女化、性の女化」
6 

回 ( 日月) 講義 「家族計画について」

7 広報うえだ 1.2.

※
時
間
は
各
国
と
も
午
後

6
昭
初
分

1
8
時
刊
分
で
す

---aaa 
an---
a勾
E

E
，EE
E

‘
 



消
費
生
活
講
座
を

開

催

し

ま

す

市
で
は
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
考

え
る
消
費
生
活
講
座
を
次
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。

マ
と
き
二
月
二
十
一
日

ω午
後

一
時
三

十

分

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
二
階
第
一
会
議
室
マ
内
容

家
庭
の
手
作
り
料
理
の
見
直
し

マ

講
師
長
野
県
短
期
大
学
名
誉
教
授

伊

藤

徳

さ

ん

マ

定

員

五

十

名

マ
申
し
込
み
二
月
十
八
日
出
ま
で

に
生
活
環
境
課
(
内
線

1
3
9
0

へ
電
話
で
ど
う
ぞ

保
育
園
の
入
園
申
請

お
済
み
で
す
か

こ
の
四
月
か
ら
、
保
育
園
へ
の
入

園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
で
、
申
請
書

を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は

保
育
課
で
行
い
ま
す
。
申
請
書
は
、

民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
、
市
役
所
・

各
支
所
お
よ
び
各
保
育
園
に
あ
り
ま

す。

八
六
八
一
六
四
七
八
四
六
七
八
七
二
五
九
七
六

我

妻

和

夫

さ

ん

倉

升

小

山

久

雄

さ

ん

上

常

固

有

賀

良

雄

さ

ん

岩

下

飯

塚

き

よ

子

さ

ん

御

所

山
田
耕
平
さ

ん

緑

が

丘

西

石

井

宇

き

ん

半

過

原

恭

子

さ

ん

倉

升

宮

下

久

代

さ

ん

蛇

沢

佐

藤

そ

の

さ

ん

踏

入

湯

本

三

郎

き

ん

上

房

山

池

田

ま

ち

子

さ

ん

野

倉

小
沢
く
に
を
さ
ん
下
之
条

小

川

松

太

さ

ん

御

所

増

沢

正

春

き

ん

海

野

町

西

林

亀

世

さ

ん

岩

下

坂

下

政

人

き

ん

築

地

花

村

靖

さ

ん

秋

和

(
十
二
月
届
け
出
介

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

田
中
ナ
カ
さ
ん

谷
川
コ
ヨ

シ
さ
ん

田
中
利
彦
さ
ん

下
林
清
子
さ
ん

高
山
敬
子
き
ん

上
原
好
和
き
ん

中
沢
一
広
さ
ん

石
井
深
志
さ
ん

赤
尾
静
江
き
ん

三
好
町

倉

升

新

田
下
吉
田

川
辺
町

神

畑

新

田
下
房
山

常

入

ま
た
、
転
居
な
ど
の
理
由
で
、
す

で
に
申
請
し
た
保
育
園
と
異
な
る
保

育
園
に
入
国
し
た
い
場
合
、
ま
た
は

申
請
を
取
り
消
す
場
合
は
、
お
早
め

に
保
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
保
育
課
(
内
線
1

6
3
3
)
 

痴苧
かほ 白
かうー
え性
る老
家人
族を
の
Z三

マ
と
き
二
月
二
十
日
間
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

マ
と
ニ
ろ
保
健
セ
ン
タ
ー

(
市
役

八七八六七八六六九九五八六六七八八
四四四六七七 O 八 O 一六六八五八四六

井

出

忠

雄

さ

ん

笹

井

七

三

明
城
従
順
さ
ん
み
す
ず
台
北
七
五

足

立

忠

文

さ

ん

下

紺

屋

町

八

O

保

屋

野

令

子

さ

ん

保

野

O

上

原

貞

子

さ

ん

院

内

六

一

滝

沢

信

雄

さ

ん

舞

田

七

三

尾

崎

一

雄

さ

ん

上

青

木

八

一

宮

原

た

つ

き

ん

踏

入

七

八

平

林

勝

利

さ

ん

大

久

保

七

一

久

保

安

雄

さ

ん

久

保

林

五

四

本

田

幸

雄

き

ん

下

紺

屋

町

八

三

山

本

理

一

さ

ん

城

北

八

八

岩

瀬

金

市

さ

ん

林

之

郷

八

三

月
岡
わ
か
い
さ
ん
末
広
町
八
一

中

原

彰

さ

ん

桜

台

三

八

山
岸

み

加

さ

ん

岩

清

水

九

二

竹

内

み

っ

さ

ん

東

前

山

八

二

所
南
庁
舎
二

階

)

マ

対

象

痴

ほ

う
性
老
人
を
か
か
え
る
家
族
マ
内

容
医
師
、
看
護
婦
を
交
え
て
日
ご

ろ
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
相

談

マ

そ

の

他

当

日

、

介

護

を

代

わ
る
か
た
が
い
な
い
場
合
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す
。
二
月
十
六
日

附
ま
で
に
保
健
予
防
課
(
内
線
1
3

7
6
)

へ
ご
連
絡
を
。

全
国
勤
労
青
少
年
旧
マ
イ
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の

参
加
者
を
募
集

働
く
若
者
が
健
脚
を
競
い
合
い
友

宮
之
上
智
子
さ
ん

香
山

郁
さ
ん

大
井
目
立
さ
ん

伊

藤

福

き

ん

柳
沢
豊
吉
さ
ん

中
村
金
司
さ
ん

清
水
さ
だ
さ
ん

久
保
田
繁
登
き
ん

寺
島
け
さ
の
さ
ん

服
部
は
る
さ
ん

塩

沢

蘭

さ

ん

土
屋
朝
光
さ
ん

須
員
直
平
さ
ん

稲
田
清
子
さ
ん

赤
池
稚
子
さ
ん

森
井
君
代
さ
ん

伊
藤
松
次
郎
さ
ん

吉

田

岩

門
浦

野
長

島

上
常
田

愛
宕
町

長

島
下
室
賀

下
之
条

下
之
条

材
木
町

松
尾
町

新

町

下
紺
屋
町

岩

下

半

過

本

町

九七七七六五九八九七七八九七八七四
四五八四七 -0六一二四 00四四六一

情
を
深
め
る
「
全
国
勤
労
青
少
年
十

マ
イ
ル
ロ
ー
ド
レ

l
ス
大
会
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
期
日
五
月
二
十
日
出

l
前
夜

祭
、
二
十
一
日
目

l
ロ
ー
ド

レ
l
ス

大

会

マ

場

所

富

士

見

高

原

八

ヶ

岳
陸
上
競
技
場
(
諏
訪
郡
富
士
見
町
)

マ
競
技
種
目
男
子
十
マ
イ
ル
(
約

十
六
J
)
、
女
子
十
マ
イ
ル
、
女
子
五

マ
参
加
資
格
三
十
歳
未
満
の

勤

労

青

少

年

マ

申

込

方

法

三

月

二
十
日
間
ま
で
に
東
信
労
政
事
務
所

(
合
同
庁
舎
・
宮
⑫
1
2
6
0
内
線

6
1
4
)

へ

[12] 7 広報うえだ 1.2.

堀

内

三

津

以

さ

ん

野

竹

七

八

本

田

モ

セ

さ

ん

下

紺

屋

町

八

六

近

藤

定

夫

さ

ん

上

田

原

六

八

馬

場

千

鶴

子

さ

ん

大

湯

八

三

倉

升

浪

子

さ

ん

鷹

匠

町

七

二

土
井
友
雄
さ
ん
上
川
原
柳
町
九

一

箱

山

英

子

さ

ん

仁

古

田

七

八

酒

井

の

ぶ

さ

ん

常

磐

町

八

六

清

水

富

代

き

ん

大

屋

七

四

佐

藤

力

三

き

ん

中

常

田

七

八

金
山
す

み

子

き

ん

福

田

七

一

上
原
加
織
さ
ん
み
す
ず
台
北
一

和

田

志

つ

い

さ

ん

上

小

島

八

九

古

平

峯

四

郎

さ

ん

東

前

山

七

五

石

田

恭

一

き

ん

諏

訪

部

四

八

山

岸

成

司

さ

ん

鍛

冶

町

八

七

田

中

安

夫

き

ん

仁

古

田

六

六


	P1 表紙、目次

	P2 市の家計簿①

	P3 市の家計簿②

	P4 市の家計簿③

	P5 市県民税・所得税の申告

	P6 思い出のあの日

	P7 健康メモ

	P8 カメラレポ①

	P9 カメラレポ②

	P10 市民ガイド①

	P11 市民ガイド②

	P12 市民ガイド③


